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 A 看護師は臨床経験 13 年目の看護師で、患者に優しいことを善としていた。A 看護
師の「いつもと違う」感覚で行為する看護実践に埋め込まれた知は、【患者と情緒的なつ
ながりを持つ中で患者の苦痛を自らの知覚を用いてとらえ、常に患者を気づかいながら







































































































以上により本論文は、学位規則第 4 条第 1 項に定める博士（看護学）の学位を授与す
ることに値するものであり、申請者は、看護学における研究活動を自立して行うことに
必要な高度な研究能力と豊かな学識を有すると認め、論文審査並びに最終試験に合格と
判定する。 
